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 開  議  

 議  長  本日の出席議員は１４人につき、定足数に達しております。 

 これから本日の会議を開きます。 

（１４：００） 

 日程第１  

 議  長  日程第１ 町長から追加議案の提案理由の説明を求めます。 

 田頭町長 

 町  長  こんにちは。 

 本日は、令和３年第３回筑前町定例会の最終日でございますが、追加議案を上程

させていただきますので、よろしくお願いいたします。 

 コロナ禍に加えまして、台風１４号の進路が非常に深刻な状況でございます。 

 本町も９時半に警戒対策本部を立ち上げまして、正午から避難所を開設してい

るところでございます。 

 それでは、議案の説明を申し上げます。 

 議案第３２号、令和３年度筑前町一般会計補正予算（第７号）につきましては、

補正額２億６,８１６万６,０００円を増額し、補正後の歳入歳出予算総額をそれぞ

れ１３０億２,７０８万１,０００円とするものです。 

 補正内容としましては、８月の大雨災害復旧費等を追加するものです。 

 議案第３３号、令和３年度筑前町工業用地造成事業特別会計補正予算（第１号）

につきましては、補正額５０万円を増額し、補正後の歳入歳出予算総額をそれぞれ

２３２万６,０００円とするものです。 

 以上、追加議案を提案させていただきますので、慎重にご審議のうえ、承認いた

だきますようにお願い申し上げまして、追加議案の提案説明とさせていただきま

す。よろしくお願いいたします。 

 議  長  町長の提案理由の説明が終わりました。 

 日程第２  

 議  長  日程第２ 議案第２５号「財産の取得について（庁舎等に設置する顔認証サーマ

ルカメラ）」を議題とします。 

 これから質疑を行います。 

 質疑ございませんか。 

 （質疑なし） 

 議  長  質疑なしと認めます。 

 これから討論を行います。 

 討論ございませんか。 

 （討論なし） 

 議  長  討論なしと認めます。 

 これから、議案第２５号「財産の取得について（庁舎等に設置する顔認証サーマ

ルカメラ）」を採決します。 

 議案第２５号は、原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

 （賛成者挙手） 

 議  長  挙手全員です。 

 したがって、本案は原案のとおり可決されました。 

 日程第３  

 議  長  日程第３ 議案第２６号「財産の取得について（校務用ノートパソコン）」を議

題とします。 

 これから質疑を行います。 
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 河内議員 

 河内議員  議案書の１５ページです。 

 別表がありますけれども、この差がすごいあるんですね。６６８万、２,３９６

万――どうしてこんなに差があるんでしょうか、お尋ねします。 

 議  長  財政課長 

 財政課長  お答えします。 

 入札にあたりましては、設計書を作成し、仕様書等によって入札に参加していた

だいております。その中で、企業のほうが入札の価格を示してきておりますけれど

も、この価格の差につきましては、その企業によって調達ルート、方法、または在

庫、それから企業内の諸事情によるもの、また企業努力、そういったものがいろい

ろ価格の差には考えられるのではないかと思っております。 

 議  長  河内議員 

 河内議員  以前、電子黒板導入時に、後になって、端末は適用できないからということで補

正をしたことがあったんですけど、覚えていらっしゃいますか。そういうことはな

いと断言できますか。 

 議  長  財政課長 

 財政課長  電子黒板につきましては、申し訳ありません、詳細について把握ができておりま

せんが、入札にあたりましては、入札の仕様、それから納期限、様々な要件等を示

したうえで入札に参加していただいております。 

 当然、その仕様に見合った契約の履行、納品ができると考えております。 

 議  長  ほかにございませんか。 

 柳議員 

 柳 議員  ２点ほど、いや３点ほどお聞きしたいと思います。 

 校務用のノートパソコンと書いてありますけれども、これは学校の先生たちが

使うパソコンですよね。子どもたちが使うパソコンではありませんけれども、学校

事務用の教師が使うパソコンと思いますけれども、ＯＳはＷｉｎｄｏｗｓが入っ

ていると思うんですけれども、これ現在、どんなバージョンのパソコンが入ってい

るんでしょうか。 

 議  長  教育課長 

 教育課長  お答えいたします。 

 Ｗｉｎｄｏｗｓ１０が入ってございます。 

 以上でございます。 

 議  長  柳議員 

 柳 議員  Ｗｉｎｄｏｗｓ１０とおっしゃいましたけれども、これ、バージョンアップした

やつじゃないんですか。７を１０にバージョンアップしたＷｉｎｄｏｗｓじゃな

いんですか、ちょっとお聞きします。 

 議  長  教育課長 

 教育課長  お答えいたします。 

 令和元年度に、７でしたか、１０にバージョンアップしたものでございます。現

在ということですね、はい、そういうものでございます。 

 議  長  柳議員 

 柳 議員  自分もＷｉｎｄｏｗｓの７を１０にバージョンアップしたんですけれども、こ

れ、インターネットにつないでいるんで、自動更新でどんどんどんどんバージョン

上がっていくんですよね、書き換えていくんですよね。 

 でも、校務用パソコンってこれインターネットつながっているんですか。つなが
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ってなかったら、使えなくなってしまいますよ、Ｗｉｎｄｏｗｓ１０は。 

 そこら辺はどんなふうにして改善されてたんですか。多分、学校関係はすごい困

っていると思うんですよ、動かないから。 

 議  長  教育課長 

 教育課長  お答えいたします。 

 校務用のパソコンについては、ライセンスを取得してそれを更新するようにな

っておりますので、令和元年度にライセンスを更新させていただいておりますの

で、その分で今のところ使用しているということでございます。 

 議  長  柳議員 

 柳 議員  学校現場の声は聞かれたんですか。使われているか、使えるか使えないか。僕は

学校現場の声を聞いてきましたので、今、質問させていただいております。 

 それから、もうすぐ１０月に入りましたら、これＷｉｎｄｏｗｓ１０が１１に、

新しい機種が出るんですけれども、どちらの分で仕様書を作られたんですかね。 

 議  長  教育課長 

 教育課長  お答えいたします。 

 Ｗｉｎｄｏｗｓ１０でございます。 

 議  長  木村議員 

木村博文議員  座ったままで失礼します。 

 今、途中で質問が終わったみたいですから、もう１問聞きたかったみたいですけ

ども、柳議員ですね、１１ということでされれば、それだけまたその先も対応年数

が、また入れ替える時期というのが延びるだけ有利になるんじゃないですか。普通

で考えたら、１１を入れとけば、それだけ先まで対応できるんじゃないかなと思う

んですけど、どうでしょう。１１じゃいけないんですか。 

 議  長  教育課長 

 教育課長  お答えいたします。 

 まだ、Ｗｉｎｄｏｗｓ１０も結構な期間、サポートがあると思っておりますの

で、１０のほうで入れさせていただいているというところでございます。 

 議  長  木村議員 

木村博文議員  もうちょっとですね、何か引っかかるような、もうちょっとしっかり仕様書なり

何なり、その辺りを決められる場合は研究・調査をしっかりとやっていただきたい

と思います。 

 それから、先ほどの河内議員の質問にもつながるわけですが、やっぱりこれだけ

大きな差があると、以前、予定価格の公表については、入札の是非についてはこの

本議会でも議論があったと思います。それはしていかないという方向性でされて

おりましたが、こうも大きく違うとですね。この手のことを聞くと、最終的にこれ

はもう企業の努力でというところで、今回も５４.５９％ということで、企業努力

でということで、最終的に企業側の事情でということでまとめられるんですけど

も、どうもこの予定価格の決め方も果たして適正だったのかなと思うんですね。 

 １回、単年度のことで、前にもなかったということもあるんですけど、何回も何

回も今までパソコン関係とかが入った中で、予定価格の５４.５９％ということ

は、これは果たして最初の予定価格の設定なり、今の議論の中の仕様書も、果たし

て健全に行われているのかと。もちろん健全には行われていると思いますが、適正

ですね、適正に行われているんだろうかという、やっぱり疑問を抱くわけですね、

その辺りどうでしょうか。 

 議  長  木村議員、質問は簡潔にお願いいたします。 

木村博文議員  すいません。 
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 議  長  財政課長 

 財政課長  設計仕様については、原課において適正に社会情勢等、最新の情報を基にしなが

ら適正に作成されていると思っております。ただ、こういった価格の差が大きく出

るということがありまして、最低価格者が落札ということにはなりますが、そこ

で、契約にあたっての完全な適正な履行がなされるかという懸念もあるところで

はあります。 

 しかしながら、物品に関しましては、仕様を満たすものが納品されることが前提

条件でありますし、入札の制度の中に最低制限価格を設けるというような制度も

ございますが、もし仮に設けるとするならば、工事や建築になるのかなとも思って

おります。しかしながら、これまでの工事の落札率から見ますと、筑前町において

は設定の必要はないような入札が行われているところです。 

 今回、価格の差がかなり大きかったですけれども、今後についても設計積算につ

いては、きちんと適正に行うようにしていきたいと思います。 

 議  長  これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論ございますか。 

 （討論なし） 

 議  長  討論なしと認めます。 

 これから議案第２６号「財産の取得について（校務用ノートパソコン）」を採決

します。 

 議案第２６号は、原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

 （賛成者挙手） 

 議  長  挙手全員です。 

 したがって、本案は原案のとおり可決されました。 

 日程第４  

 議  長  日程第４ 議案第２７号「筑前町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の

運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例の制定について」を議題と

します。 

 これから質疑を行います。 

 質疑ございませんか。 

 （質疑なし） 

 議  長  質疑ないようです。 

 これから討論を行います。 

 （討論なし） 

  

 議  長  討論なしと認めます。 

 これから、議案第２７号「筑前町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の

運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例の制定について」を採決し

ます。 

 議案第２７号は、原案のとおり決定することに賛成の方、挙手願います。 

 （賛成者挙手） 

 議  長  挙手全員です。 

 したがって、本案は原案のとおり可決されました。 

 日程第５  

 議  長 

 

 日程第５ 議案第２８号「筑前町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基

準を定める条例の一部を改正する条例の制定について」を議題とします。 
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 これから質疑を行います。 

 質疑ございませんか。 

 （質疑なし） 

 議  長  質疑なしと認めます。 

 これから討論を行います。 

討論ございませんか。 

 （討論なし） 

 議  長 

 

 討論なしと認めます。 

 これから議案第２８号「筑前町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準

を定める条例の一部を改正する条例の制定について」を採決します。 

 議案第２８号は、原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

 （賛成者挙手） 

 議  長 

 

 挙手全員です。 

 したがって、本案は原案のとおり可決されました。 

 日程第６  

 議  長  日程第６ 議案第２９号「令和３年度筑前町一般会計補正予算（第６号）につい

て」を議題とします。 

 これから質疑を行います。 

 木村和彦議員 

木村和彦議員  資料の６ページ、農業経営収入保険料補助金事業の、この農家に対する収入保険

に入っている全農家の割合、要するに人数ですね、それとあと、この事業内容のこ

とについて、一応全協では説明がありましたが、もう少し詳しくお願いします。 

 それと、何か年、例えば今年度だけとか３年度とか、５年間継続しますとか、そ

の継続年数もお願いします。 

 あともう一つ８ページ、水田麦・大豆産地生産性向上企業、この内容についても

詳しくお願いします。 

 以上です。 

 議  長  農林商工課長 

農林商工課長  お答えをいたします。２点ございました。 

 最初に、後段に質問されました水田麦・大豆産地生産性向上事業について、詳細

を説明いたします。 

 これにつきましては、国が令和２年度補正予算と令和３年度予算で予算を確保

した単独の補助事業で、水田における麦大豆の先進的な営農技術の導入や機械の

導入を支援するものです。 

 営農技術の導入の支援は、湿害対策技術など８項目から選んで農家が実施をす

ると、各項目には定められた１０アールあたりの支援単価があり、その項目、複数

の組合せにより、１０アールあたりの合計１万５,０００円を上限として農家に助

成をされます。取り組みにあたっては、２８の経営体が取り組み、内訳としまして

１２の組織及び１６の担い手農家が取り組みます。この取り組みにより、合計７,

１８９万７,０００円が国から水田協を経由して農家に支給をされます。 

 それからもう一つの柱です。機械導入は２分の１内での補助がなされ、１７の経

営体で大豆コンバインなどの２１の機械が導入をされます。１７経営体の内訳は

８つの組織及び９つの担い手農家からなり、この機械導入補助は合計５,４６９万

６,０００円となります。先ほどの営農技術導入支援と合わせて合計１億２,６５

９万３,０００円が国から水田協経由で町内に交付をされるというものでござい

ます。 
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 なお、この事業は国から急に届いた事業で、取り組みにあたっては農家の皆さん

の協力がもちろん大きかったわけなんですが、農家へ事業の説明、要望の調査、取

りまとめ、計画申請等を短期間にまとめる必要がございました。時間がない中で作

成する計画も難易度が高く、事業採択のハードルが高いものであり、それも一つの

要因かもしれませんが、福岡県内で採択を受けたのは、本町を含めて５つの市町に

とどまっています。 

 ちなみに福岡県内の国費補助の合計は、８月４日の時点で１億９,３７７万９,

０００円で、そのうち本町が１億２,６５９万３,０００円と、おおよそ３分の２を

占めているという状況になっております。本当に、職員が頑張ってくれたと思って

おります。 

 それから、もう一つのお尋ねの農業経営収入保険料保険金事業ということで、こ

れについてはコロナウイルス地方創生臨時交付金事業として取り組む事業なんで

すが、農家負担の保険料の一部助成を国の補助に上乗せして行うものでございま

す。平成３１年の１月に国が制度を設け、実施している事業です。 

 農業経営収入保険は、自然災害や市場価格の低下など、様々なリスクにさらされ

る農業に対して、起きてから対処するのではなく、事前に農業経営者自ら備えて農

業者の事業継続や地域農業の維持を図っていくという目的がございます。 

 様々なリスクに対応するべく、令和３年度の収入保険加入者は保険料負担を一

部助成することで、より多くの農業者の加入促進を図って、向上として側面的に農

業経営の継続的安定や地域農業の維持を図っていきたいと考えております。 

 具体的には、令和３年度に収入保険に加入される農業者に、農家負担保険料の３

分の１の補助を上限額の設定の上で行います。なお、令和３年度の加入は１１月末

までに申し込み、１２月末までに保険料納入手続が必要というところで、対象期間

は個人が令和４年１月１日から１年間というふうになっております。 

 割合でございますが、お尋ねの。青色申告者の方が加入の要件ということになっ

ております。現在、農業者で青色申告されている方については、個人が２７０、法

人が１１というところで、それに対して令和２年の加入率については個人が３

０％、８１人。法人が１８.２％、２経営体にとどまっております。 

 今回の補助で加入者がさらに増えるというところを見込んで、金額を出してお

るところでございます。 

 あと何か年かというところでのお尋ねですが、今回地方創生コロナ対策という

こともございまして、補正予算で令和３年度１年間ということで計上させていた

だいております。 

 今後については、とりあえず決まっているのは令和３年度の１年間ということ

で、将来はちょっとまだどうするかというのは、とりあえず１年間ということでや

るというところでご理解いただきたいと思います。 

 議  長  ほかにございませんか。 

 石橋議員 

 石橋議員  資料の６ページで、ごみ減量化対策事業というところで、今回コロナウイルスの

感染症対応地方創生臨時交付金を使っての事業なんですけれども、本当にごみ減

量で行政の方もいろいろ考えながらしていらっしゃるんですけれども、この分は、

今回は５０名の方のモニターを募って、いろんな意見を聞きながら、ごみ減量の対

策にしていくということなんですけれども、今、ごみ処理機で１０万弱――９万

８,０００円の予算でごみ減量の処理機を買ったときの補助を町で補助をしてい

らっしゃるんですけれども、今回のこの事業をするに当たって、最終的にはまた町

民の方に、この補助的な部分というのは、またちょっと先にはなると思うんですけ
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れども、金額的な部分はまた増えてくるのでしょうか、お尋ねいたします。 

 議  長  環境防災課長 

環境防災課長  お答えいたします。 

 今、石橋町議のご質問の内容につきましては、生ごみ処理機が、今、町のほうで

半額、そして３万を上限に補助をさせていただいております。９万８,０００円の

ごみ処理機が、今後どういう補助率、補助金になるかというご質問でよろしいでし

ょうか。 

 まさに今ご指摘いただいた内容で、環境防災課といたしましても、そもそもごみ

の減量化というのは最大課題の一つでありまして、どうするかという議論をずっ

と重ねてまいった次第でございます。 

 その中で、このごみ処理機がごみ減量化に有効な一つであろうということで、た

だ思いだけで購入金額の半額、上限３万円を倍増するとかということは、当然住民

の方、あるいはもう議会のほうになかなかご提案なり、ご説明がつかないというこ

とがございますので、まずもって、先ほども説明がありましたように、５０件のモ

ニターというものを使いまして、本当にこれが有効なものであるかどうかという

ことを今回、コロナ交付金を活用させていただきまして、そのようなアンケートと

かヒアリングとかいろいろ行いまして、データをきちんと取って、そしてこの結果

がよければこちらのほうに予算を付けて、補助率とか補助金のほうを上げてやる

という方法のためのエビデンスといいましょうか、そういうデータを蓄積するた

めの今回取り組みということでご理解いただければというふうに思っておりま

す。 

 でありますので、この結果がもし悪ければ、何か改善できれば改善いたします

し、この生ごみ処理機について非常に有効ではないということであれば、ほかの手

段を今後検討していきたいというふうに考えているところでございます。 

 以上でございます。 

 議  長  石橋議員 

 石橋議員  本当にごみの減量化に関しましては、私も一主婦としては本当に考えておりま

す。これが本当に町民の方お一人お一人に減量化が周知できるように、また、いろ

んな対策を私たちも取り組んでいきたいと思います。 

 議  長  河内議員 

 河内議員  資料の９ページです。 

 一番最後です。学校管理費学校給食調理業務、夜須中学校で会計年度任用職員の

人件費があがっていますが、人手が足りなかったわけですか、お尋ねします。 

 議  長  教育課長 

 教育課長  お答えいたします。 

 今現在、１名欠員になっておりますので、その代替職員として予算計上させてい

ただいておるところでございます。 

 議  長  これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論ございませんか。 

 （討論なし） 

 議  長  討論なしと認めます。 

 これから、議案第２９号「令和３年度筑前町一般会計補正予算（第６号）につい

て」を採決します。 

 議案第２９号は、原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

 議  長  挙手全員です。 
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 したがって、本案は原案のとおり可決されました。 

 日程第７  

 議  長  日程第７ 議案第３０号「令和３年度筑前町国民健康保険事業特別会計補正予

算（第１号）について」を議題とします。 

 これから質疑を行います。 

 河内議員 

 河内議員  議案書の６ページです……、すいません、失礼しました、別冊の６ページです。 

 これは、コロナの減額分ということで説明を受けましたけれども、市町村調整対

象需要額――医療費総額ですね、これの何％でしょうか。 

 議  長  すいません、もう１回質問をよろしいでしょうか。 

 河内議員  市町村調整対象需要額、いわゆる医療費総額なんですけど、これの何％にあたる

かをお尋ねします。 

 議  長  健康課長 

 健康課長  お答えいたします。 

 ご質問に関しましては試算をしておりませんので、手元に資料を持ちませんの

で分かりませんが、現在お答えすることはできませんが、今は約１億７,０００万

ぐらい月額かかっております、医療費に関しましては。 

 その部分でのトータルの、今のこの１,０００万というのは、試算は全協のとき

にも説明しましたように、この１,０００万というのは、去年の減免額の実績に応

じて合わせた部分で試算をした部分でございますので、医療費から算出したわけ

ではございませんので、そういったところでご理解いただければと思っておりま

す。 

よろしくお願いします。 

 議  長  ほかにございませんか。 

 河内議員 

 河内議員  国民健康保険特別会計事業は、１００％国の補助ですか、国・県の。町村の持ち

出しはないんですか。 

 議  長  もう１回質問をお願いします。 

 河内議員  すいません、滑舌が悪くて申し訳ありません。 

 この減額分については全て、国・県の負担となるんですか。 

 議  長  健康課長 

 健康課長  大変失礼いたしました。 

 ご説明いたしましたように、昨年度この減免額に対しましては１０分の１０国

が補塡をするということになっておりました。 

 そして３年度につきましては、減免は市町村の事情で行っていいよと。まあ、も

ともとが減免制度がそういったものではありますけども、昨年減免制度をやっと

ってコロナ禍の中で困ってある方々に対して今年はしませんよということにはな

りませんので、各自治体行っております。ただし、国は試算があるんですけども、

本町におきましては１０分の４相当額については補塡をしましょうよと。ですの

で、１０分の６につきましては、減免をしたとしても何らかの形で補塡をしなけれ

ばならない。 

 仮に今回、そういったところで今回の交付金が活用できなければ、保険税で、今

入っている保険税で補塡するか、もしくは一般会計にお願いして繰り入れするか、

どちらかしか対応できないというふうに考えております。このときにコロナの交

付金が活用できますよというお話をいただきましたので、残りの１０分の６相当

額をコロナの交付金を活用して、一般会計から繰り入れして補塡をするものでご
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ざいます。 

 以上でございます。 

 議  長  これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論ございませんか。 

 （討論なし） 

 議  長  討論なしと認めます。 

 これから、議案第３０号「令和３年度筑前町国民健康保険事業特別会計補正予算

（第１号）について」を採決します。 

 議案第３０号は、原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

 （賛成者挙手） 

 議  長  挙手全員です。 

したがって、本案は原案のとおり可決されました。 

 日程第８  

 議  長  日程第８ 議案第３１号「令和３年度筑前町後期高齢者医療特別会計補正予算

（第１号）について」を議題とします。 

 これから質疑を行います。 

 質疑ございませんか。 

 （質疑なし） 

 議  長  質疑がないようです。 

 これから討論を行います。 

 討論ございませんか。 

 （討論なし） 

 議  長  これで討論を終わります。 

 これから議案第３１号「令和３年度筑前町後期高齢者医療特別会計補正予算（第

１号）について」を採決します。 

 議案第３１号は、原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

 （賛成者挙手） 

 議  長  挙手全員です。 

 したがって、本案は原案のとおり可決されました。 

 日程第９  

 議  長  日程第９ 議案第３２号「令和３年度筑前町一般会計補正予算（第７号）につい

て」を議題とします。 

 説明を求めます。 

 財政課長 

 財政課長  追加議案書の２ページをお願いします。 

 議案第３２号、令和３年度筑前町一般会計補正予算（第７号）について。 

 令和３年度筑前町一般会計補正予算（第７号）を別冊のとおり提出する。 

 本日付、町長名でございます。 

 別冊の令和３年度一般会計補正予算（第７号）をお願いします。 

 １ページです。 

 令和３年度筑前町の一般会計補正予算（第７号）は、次に定めるところによる。 

 第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ２億６,８１６万６,０００円

を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１３０億２,７０８万１,００

０円とするものです。 

 第２条 地方債の変更は、「第２表地方債補正」による。 
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 ４ページをお願いします。 

 第２表地方債補正変更の災害復旧事業債は、限度額を１億７,２５２万５,００

０円に増額するものです。 

 それでは、事項別明細書で説明いたします。 

 今回の補正予算は、８月大雨災害復旧事業等を追加するものです。 

 歳出のほうから説明いたします。８ページをお願いします。 

 ２款１項１８目総合支所総務費６１６万６,０００円の増額です。総合支所庁舎

の雨漏りによる１階天井部分の崩落補修及び雨漏りによる天井部分の劣化が激し

く、天井崩落及び漏電の危険性があることから、屋上部分の防水改修工事を実施す

るものです。 

 ７款４項１目都市計画総務費５０万円の増額です。四三嶋工業用地復旧工事費

を工業用地造成事業特別会計に繰り出すものです。 

 １０款１項１目現年発生農林水産業施設災害復旧費４,３６０万円の増額です。

農地１２件、農業用水路１１件、農道８件の工事請負費です。 

 ２目現年発生林道災害復旧費４,０００万円の増額は、林道３件の工事請負費で

す。 

 １０款２項１目現年発生道路橋梁災害復旧費５,７８０万円の増額です。道路１

２件の工事請負費です。 

 ２目現年発生河川災害復旧費１億１,７００万円の増額は、河川１１件の工事請

負費です。 

 ５目公園災害復旧費３１０万円の増額は、都市公園１件、都市公園外公園２件の

工事請負費です。 

 次に、歳入の説明をします。 

７ページをお願いします。 

 １４款分担金及び負担金は、農林水産施設災害復旧費分担金６６６万円です。災

害復旧における受益者分担金です。分担金条例の負担割合により予算計上してお

ります。単独災害の農地が４０％、水路が３０％、補助災害の農地が８％、水路が

６％です。 

 １６款国庫支出金、１億２,７２１万５,０００円です。補助災害に対する補助金

です。 

 １節の公共土木施設災害復旧費負担金は６６.７％の補助率。 

 ３節の農林水産業施設災害復旧費負担金は、８０％の補助率を見込み予算計上

しております。 

 ２０款繰入金は２,５４９万１,０００円の増額です。全て財政調整基金からの

繰り入れです。 

 ２３款町債は、災害復旧債１億８８０万円の増額です。 

 １節公共土木施設災害復旧債７,８００万円。町負担額の充当率１００％です。 

 ２節農林水産施設災害復旧債３,０８０万円。町負担額の充当率は、補助債９

０％、単独債６５％です。 

 以上で説明を終わります。 

よろしくお願いいたします。 

 議  長  説明が終わりました。 

 これから質疑を行います。 

 河内議員 

 河内議員  別冊の８ページです。 

 総合支所総務費、雨漏りのために工事をするということでした。福祉館も入って
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すぐのところ、ずっとバケツが置いてあるままなんですよね、あそこは大丈夫なん

ですか。 

 議  長  福祉課長 

 福祉課長  お答えします。福祉課です。 

 今、議員ご指摘のとおり、受付の天井部分ですね、漏水によって天井の板が崩落

しております。これについては今、漏水している場所の原因を追及中でございまし

て、まだ補正予算計上までは至っておりません。 

 以上です。 

 議  長  河内議員 

 河内議員  福祉館はやっぱり特定健診とかの会場になっていますから、なるべく早い時期

に修理をしてもらえたらなと思います。 

 議  長  ほかにございませんか。 

 これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論ございませんか。 

 （討論なし） 

 議  長  討論なしと認めます。 

 これから、議案第３２号「令和３年度筑前町一般会計補正予算（第７号）につい

て」を採決します。 

 議案第３２号は、原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

 （賛成者挙手） 

 議  長  挙手全員です。 

 したがって、本案は原案のとおり可決されました。 

日程第１０  

 議  長  日程第１０ 議案第３３号「令和３年度筑前町工業用地造成事業特別会計補正

予算（第１号）について」を議題とします。 

 説明を求めます。 

 都市計画課長 

都市計画課長  追加議案書の３ページをお願いします。 

 議案第３３号、令和３年度筑前町工業用地造成事業特別会計補正予算（第１号）

について。 

 令和３年度筑前町工業用地造成事業特別会計補正予算（第１号）を別冊のとおり

提出する。 

 本日付、町長名でございます。 

 別冊の工業用地造成事業特別会計補正予算書（第１号）をお願いします。 

 予算書の１ページでございます。 

 令和３年度筑前町の工業用地造成事業特別会計補正予算（第１号）は、次に定め

るところによる。 

 歳入歳出の補正でございます。 

 第１条 歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ５０万円を追加し、歳入歳

出予算の総額を歳入歳出それぞれ２３２万６,０００円とする。 

 ２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の

歳入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による、でございます。 

 歳入歳出補正予算は、７ページの事項別明細書で説明させていただきます。 

 歳出、１款１項１目工業用地造成事業費、１４節工事請負費５０万円の追加補正

です。 
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 工業用地維持管理工事の内容ですが、８月豪雨により四三嶋工業団地内の町有

地法面が崩落したための災害復旧工事費であります。 

 続いて６ページの歳入です。 

 歳入につきましては、１款１項１目一般会計繰入金５０万円を追加補正させて

いただき、計１０２万６,０００円となります。 

 以上で説明を終わらせていただきます。 

よろしくお願いいたします。 

 議  長  説明が終わりました。 

 これから質疑を行います。 

 河内議員 

 河内議員  別冊の７ページです。 

 工業用地造成事業費で５０万円支出されていますが、差し支えなかったら受注

先を教えてください。 

 議  長  都市計画課長 

都市計画課長  今回、補正予算に計上させていただき、これを認めていただければ、今後発注に

移るということになりますので、まだ受注のほうはやっておりません。 

 以上です。 

 議  長  ほかにございませんか。 

 これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論ございませんか。 

 （討論なし） 

 議  長  討論なしと認めます。 

 これから、議案第３３号「令和３年度筑前町工業用地造成事業特別会計補正予算

（第１号）について」を採決します。 

 議案第３３号は、原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

 （賛成者挙手） 

 議  長  挙手全員です。 

 したがって、本案は原案のとおり可決されました。 

日程第１１～

日程第１７ 

 

 議  長  会議規則第３５条の規定により、日程第１１から日程第１７までを一括議題と

します。 

 一括議題とした日程第１１ 認定第１号から日程第１７ 認定第７号までにつ

いて、決算審査特別委員長の報告を求めます。 

 横山善美委員長 

横山委員長  決算審査特別委員長として、決算審査特別委員会の審査報告をいたします。 

 議会提出議案書の１ページをご覧ください。 

 本会議で一括議題として付託されました認定第１号から認定第７号は、９月１

３日から１５日の３日間慎重に審査した結果、本委員会は委員会審査報告書のと

おり認定すべきものと決定しましたので、会議規則第７５条の規定によって報告

いたします。 

 町長をはじめ執行部におかれましては、審査の過程で委員から出された意見、要

望、また監査委員の指摘事項に十分留意され、町財政の健全と住民福祉の向上に向

けて引き続き努力されることを要望いたしまして、決算審査特別委員会の報告を

終わります。 
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 議  長  報告が終わりました。 

 一括議題とした認定第１号から認定第７号までに対する委員長の報告は認定す

るものです。 

 質疑につきましては、決算審査特別委員会において詳細な質疑をしていただい

ておりますので、省略します。 

 これから討論を行います。 

 認定第１号 「令和２年度筑前町一般会計歳入歳出決算の認定について」討論を

行います。 

 まず、原案に反対者の発言を許します。 

 河内議員 

 河内議員  反対の立場から討論します。 

 会計全般についてはおおむね賛成できますが、一つの任意団体である部落解放

同盟に対する補助金６１８万６,０００円余はあまりにも多額であり、そのほとん

どが自主的活動に対する補助費ではなく人件費に使われています。大いに疑問に

思います。また、３市町村で補助金削減に対する協議もされていません。到底町民

の理解を得られないものと判断します。 

 また、コロナ禍の中、１億２,６８０万９,０００円の財政調整基金を積み立てる

のではなく、国が一度しか行っていない地元中小事業者への家賃補助、持続化給付

等に回し、地元事業者への生業の応援や低所得者層への生活の応援を行うべきだ

ったと考えます。 

 消費税増税のため、コロナ禍ではあっても税収は増加傾向となっています。コロ

ナという非常事態にふさわしい財政運営と言えるのか疑問に思います。 

 よって反対を表明し、討論とします。 

 議  長  次に、原案に賛成者の発言を許します。 

 深野議員 

 深野議員  賛成の立場で討論いたします。 

 部落解放同盟は厳しい部落差別の現実の中、部落差別をはじめ、あらゆる差別の

撤廃に資する活動をしている団体であり、その部落解放同盟に対する補助金は、朝

倉地区３市町村で協議され合意がなされたものであり、人件費を含め必要性を認

めて決定されていますし、監査委員による補助金の決算状況審査でも指摘はなく、

問題視されるところはないと考えます。 

 また、会計全般についても今年度決算審査特別委員会において審議、承認がなさ

れております。 

 よって、賛成を表明いたします。 

 議  長  ほかに討論ございませんか。 

 （討論なし） 

 議  長  これで討論を終わります。 

 これから、認定第１号「令和２年度筑前町一般会計歳入歳出決算の認定につい

て」を採決します。 

 認定第１号は、認定することに賛成の方は挙手願います。 

 （賛成者挙手） 

 議  長  挙手多数です。 

 したがって、本件は認定することに決定をいたしました。 

 次に、認定第２号「令和２年度筑前町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の

認定について」討論を行います。 

 まず、原案に反対者の発言を許します。 
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 河内議員 

 河内議員  反対の立場から討論します。 

 関係者の大変なご努力と国民健康保険税の引き上げによって、近年、国保会計は

一般会計からの法定外繰り入れもせずに黒字に転じています。 

 １億４,８７０万円も基金に積み立てるのではなく、黒字分は被保険者に還元

し、高過ぎる保険税の引き下げに使うべきと考えます。 

 よって反対を表明し、討論とします。 

 議  長  次に、原案に賛成者の発言を許します。 

 木村博文議員 

木村博文議員  賛成の立場から討論いたします。 

 国民健康保険事業は制度自体が構造的な問題を抱える中、そして、コロナ禍の中

で、今後、被保険者は年々減少し、１人あたりの医療費は増していくことが見込ま

れます。一般会計から法定外繰り入れなしに安定的な継続した国保財政運営が認

められます。 

 今般の新型コロナウイルスの影響、国保税県内均一化に向けて、納付金の不透明

性による不安要素などがあることから、この黒字会計による基金積み立てを行う

ことで、今後の安定的に継続した国保財政運営をしていくために大切な財源とな

り得ると考えるところです。 

 また、受診率向上、重症化予防に向けての課題はありますが、特定健診事業をは

じめ、重症化予防対策と医療費抑制を図る取り組みにも継続的に努めていること

からも適正な内容と判断し、賛成討論といたします。 

 議  長  ほかに討論ございませんか。 

 （討論なし） 

 議  長  これで討論を終わります。 

 これから、認定第２号「令和２年度筑前町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決

算の認定について」を採決します。 

 認定第２号は、認定することに賛成の方は挙手願います。 

 （賛成者挙手） 

 議  長  挙手多数です。 

 したがって、本件は認定することに決定いたしました。 

 次に、認定第３号「令和２年度筑前町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認

定について」討論を行います。 

 まず、原案に反対者の発言を許します。 

 河内議員 

 河内議員  反対の立場から討論します。 

 そもそも７５歳という年齢だけで医療を差別する後期高齢者医療制度そのもの

に反対です。しかもこの制度は、７５歳以上の人口が増えれば増えるほど保険料が

上がり続け、一方、高齢者の多くの方々が生活費としている年金は、毎年毎年下が

り続けています。このままでは、高齢者の生活そのものが成り立たなくなってしま

います。一日も早く元の老人保健制度に戻すべきと考えます。 

 よって反対を表明し、討論とします。 

 議  長  次に、原案に賛成者の発言を許します。 

 横山善美議員 

 横山議員  賛成の立場から討論いたします。 

 後期高齢者、被保険者一人あたりの医療費は、全国の中で福岡県は１８年連続で

第１位ということです。 
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 本町は、平成２７年度から県内で１０位以内が続いているという高い水準にあ

ります。医療費抑制の大きな課題を抱えている現状にあります。 

 このような中で広域連合と連携しながら、高齢者の保健事業と介護予防の一体

的実施事業への取り組みを進めるなど、医療費抑制対策や健康づくりに努めてい

ることから、適正な決算内容とし、賛成討論といたします。 

 議  長  ほかに討論ございませんか。 

 （討論なし） 

 議  長  これで討論を終わります。 

 これから、認定第３号「令和２年度筑前町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算

の認定について」を採決します。 

 認定第３号は、認定することに賛成の方は挙手願います。 

 （賛成者挙手） 

 議  長  挙手多数です。 

 したがって、本件は認定することに決定いたしました。 

 次に、認定第４号「令和２年度筑前町住宅新築資金等貸付事業特別会計歳入歳出

決算の認定について」討論を行います。 

 まず、原案に反対者の発言を許します。 

 河内議員 

 河内議員  反対の立場から討論します。 

 本来なら平成２８年度には完了していなければならない住宅新築資金等貸付事

業が、いまだに５７件、１億１,６５８万９,０００円余もの滞納があります。関係

課の大変なご苦労はよく分かりますが、このままでは完了まであと何年かかるか

全く見えてきません。連帯保証人もない物件が１２件もあるということでした。 

 後に続く職員の方々に負担をかけないためにも、法的措置も視野に入れ、早期回

収に取り組むべきと考えます。 

 よって反対を表明し、討論とします。 

 議  長  次に、原案に賛成者の発言を許します。 

 石橋議員 

 石橋議員  賛成の立場で討論をいたします。 

 国の事業運営方針に従い、貸付事業の目的や背景を踏まえて、これまでも歴代の

担当者が早期完納に向け努力してきているものと思われます。課題もありますが、

分納計画に従い、毎年数件が完納しています。 

 今後も収納対策アドバイザーや弁護士の指導の下、職員による適正な業務遂行

が行われると認め、賛成を表明いたします。 

 議  長  ほかに討論ございませんか。 

 （討論なし） 

 議  長  これで討論を終わります。 

 これから、認定第４号「令和２年度筑前町住宅新築資金等貸付事業特別会計歳入

歳出決算の認定について」を採決します。 

 認定第４号は、認定することに賛成の方は挙手願います。 

 （賛成者挙手） 

 議  長  挙手多数です。 

 したがって、本件は認定することに決定をいたしました。 

 認定第５号「令和２年度筑前町工業用地造成事業特別会計歳入歳出決算の認定

について」討論を行います。 

 討論ございませんか。 
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 （討論なし） 

 議  長  討論なしと認めます。 

 これから、認定第５号「令和２年度筑前町工業用地造成事業特別会計歳入歳出決

算の認定について」を採決します。 

 認定第５号は、認定することに賛成の方、挙手願います。 

 （賛成者挙手） 

 議  長  挙手全員です。 

 したがって、本件は認定することに決定いたしました。 

 次に、認定第６号「令和２年度筑前町下水道事業会計決算の認定について」討論

を行います。 

 討論ございませんか。 

 （討論なし） 

 議  長  これで討論を終わります。 

 これから、認定第６号「令和２年度筑前町下水道事業会計決算の認定について」

を採決します。 

 認定第６号は、認定することに賛成の方は挙手願います。 

 （賛成者挙手） 

 議  長  挙手全員です。 

 したがって、本件は認定することに決定いたしました。 

 次に、認定第７号「令和２年度筑前町水道事業会計決算の認定について」討論を

行います。 

 討論ございませんか。 

 （討論なし） 

 議  長  討論なしと認めます。 

 これから、認定第７号「令和２年度筑前町水道事業会計決算の認定について」を

採決します。 

 認定第７号は、認定することに賛成の方は挙手願います。 

 （賛成者挙手） 

 議  長  挙手全員です。 

 したがって、本件は認定することに決定いたしました。 

日程第１８  

 議  長  日程第１８ 請願第２号「「少人数学級推進などの定数改善」「義務教育費国庫負

担制度２分の１の復元」に関わる意見書の提出を求める請願書」及び発議第３号

「「少人数学級推進などの定数改善」「義務教育費国庫負担制度２分の１復元」を求

める意見書」を一括議題とします。 

 本件について、文教厚生常任委員長の報告並びに、関連して発議第３号の説明を

求めます。 

 深野良二文教厚生常任委員長 

深野委員長  定例会初日の９月６日において、文教厚生常任委員会に付託されました請願第

２号につきまして、同日、委員会を開催し、審議をいたしました。 

 その審査の経過並びに結果について、ご報告を申し上げます。 

 議会提出議案書２ページをお開きください。 

 請願第２号の結果は、お手元配付の委員会審査報告書のとおり、採択でありま

す。 

 挙手による採決を行い、挙手全員により採択と決しました。 

 これにより、本請願は意見書提出を願意としていることから、発議第３号を提出
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いたします。 

 ３ページをご覧ください。 

 「少人数学級推進などの定数改善」「義務教育費国庫負担制度２分の１復元」を

求める意見書。 

 上記の議案を別紙のとおり地方自治法第１１２条及び会議規則第１３条第１項

の規定により提出いたします。 

 提出者 深野良二。 賛成者 横山善美議員、寺原裕明議員です。 

 提出の理由 中学校、高等学校での３５人学級を早急に実現し、さらなる少人数

学級について検討すること。 

 また、教育の機会均等と水準の維持向上を図るため、地方財政を確保したうえ

で、義務教育費国庫負担制度の負担割合を引き上げること。 

 上記の事項の実現について、国の関係機関への意見書を提出する。 

 これがこの議案を提出する理由です。 

 ４ページをご覧ください。 

 意見書の内容は、お手元に配付したとおりです。 

 子どもたちの豊かな学びを実現するため、小学校のみならず中学校、高等学校で

の３５人学級実現に向けての検討や教職員定数の改善を求めるとともに、子ども

たちの義務教育費機会均等を保障するため、国庫負担の拡充を求める内容でござ

います。 

 全会一致でのご賛同をよろしくお願いいたします。 

 議  長  これから、委員長報告に対する質疑を行います。 

 質疑ございませんか。 

 （質疑なし） 

 議  長  質疑なしと認めます。 

 これから討論を行います。 

 （討論なし） 

 議  長  討論なしと認めます。 

 次に、発議第３号について先議いたします。 

 お諮りします。 

 これから、「「少人数学級推進などの定数改善」「義務教育費国庫負担制度２分の

１復元」を求める意見書」を採決します。 

 発議第３号は、採択することに賛成の方は挙手願います。 

 （賛成者挙手） 

 議  長  挙手全員です。 

 したがって、本案は採択することに決定いたしました。 

 したがって、発議第３号については地方自治法第９９条の規定により、関係行政

庁へ意見書を提出します。 

 なお、請願第２号は採択すべきものといたします。 

日程第１９  

 議  長  日程第１９ 発議第４号「コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源

の充実を求める意見書の提出について」を議題とします。 

 議案の提案理由の説明を提出者に求めます。 

 木村博文議員 

木村博文議員  それでは、ただいまから、発議第４号の提案理由の説明をいたします。 

 議会提出議案書の５ページをお開きください。 

 発議第４号「コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の充実を求め
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る意見書の提出について」 

 上記の議案を別紙のとおり、地方自治法第１１２条及び会議規則第１３条第１

項の規定により提出します。 

 提出者 木村博文。 賛成者 持山 幸議員、柳雅明議員であります。 

 提出の理由 新型コロナウイルス感染症の拡大は甚大な経済的・社会的影響を

及ぼしており、国民生活への不安が続いている中、地方財政は非常に厳しい状況に

直面しています。地方自治体においては新型コロナウイルス感染症対策をはじめ、

地方創生、雇用対策、防災・減災対策、デジタル化や脱炭素社会の実現とともに、

今後も需要増が見込まれる社会保障等への対応が求められます。そのためには、地

方税財源の充実が不可欠であり、国に求めていくことが必要です。 

これが本案提出の理由であります。 

 ６ページをご覧ください。 

 「コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の充実を求める意見書」を

提出させていただきます。意見書の内容は、お手元に配付したとおりです。 

 議員各位のご賛同をよろしくお願いいたします。 

 議  長   説明が終わりました。 

 これから質疑を行います。 

 質疑ございませんか。 

 （質疑なし） 

 議  長  質疑ないようです。 

 これから討論を行います。 

 （討論なし） 

 議  長  討論なしと認めます。 

 これから、発議第４号「コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の充

実を求める意見書の提出について」を採決します。 

 発議第４号は、原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

 （賛成者挙手） 

 議  長  挙手全員です。 

 したがって、本件は原案のとおり可決されました。 

 発議第４号については、地方自治法第９９条の規定により、関係行政庁へ意見書

を提出いたします。 

日程第２０  

 議  長  日程第２０ 「議会運営委員会の閉会中の所掌事務の調査の件」を議題としま

す。 

 議会運営委員長から、会議規則第７３条の規定によってお手元にお配りした本

会議の会期日程等、議会の運営に関する事項について、閉会中の継続調査の申し出

があります。 

 お諮りします。 

 委員長からの申し出のとおり、閉会中の継続調査とすることにご異議ありませ

んか。 

 （異議なし） 

 議  長  異議なしと認めます。 

 したがって、委員長から申し出のとおり閉会中の継続調査とすることに決定を

いたしました。 

日程第２１  

 議  長  日程第２１ 常任委員会の閉会中の所管事務調査の件を議題とします。 




